
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
川
崎
支
部
の
第
７
７
回
定

期
大
会
が
、
８
月
１
０
日
１
０
時
よ
り
、

支
部
事
務
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来

賓
に
は
、
川
崎
労
連
か
ら
吉
根
事
務
局
長
、

川
崎
北
合
同
法
律
事
務
所
か
ら
湯
山
弁
護

士
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
神
奈
川
地
本
か
ら
は
庄

司
書
記
長
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
行
き
詰
っ
た
自
公
政
権
の

無
策
と
、
異
常
な
高
物
価
が
続
き
、
私
た

ち
の
生
活
は
厳
し
さ
を
増
し
て
き
ま
し
た
。

川
崎
支
部
で
は
年
間
を
通
し
て
秋
闘
、
年

末
一
時
金
、
春
闘
、
夏
季
一
時
金
と
取
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
充
分
な
成
果

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
定
期
的

な
街
頭
宣
伝
や
事
務
所
で
の
労
働
相
談
、

支
部
機
関
紙
の
定
期
発
行
、
組
織
共
済
な

ど
の
共
済
活
動
、
事
務
所
の
維
持
管
理
な

ど
を
引
き
続
き
充
実
さ
せ
、
職
場
の
労
働

者
の
要
求
を
く
み
取
り
、
実
現
に
向
け
て

知
恵
を
出
し
合
っ
て
取
り
組
も
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

昨
年
、
皆
さ
ん
の
支
援
を
受
け
て
、
広

島
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
初
め
て
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
若
い
方
々

が
大
勢
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
代
表
団
も
若
い

２
０
代
、
３
０
代
の
青
年
が
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
夜
の
交
流
会
で
は
、
低
賃
金
の

実
態
へ
の
不
満
や
賃
上
げ
の
取
組
み
の
交

流
を
通
じ
て
、
や
っ
ぱ
り
労
働
組
合
に
は
、

若
い
力
が
必
要
だ
と
感
銘
を
受
け
て
帰
っ

て
き
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
支
部
報
読
者
の
皆

さ
ん
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
川
崎
支
部
の
さ
ら
な

る
活
動
へ
の
ご
支
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
支
部
委
員
長

浅
岡
正
夫
）

【
川
崎
北
合
同
法
律
事
務
所

湯
山
弁
護
士
】

・
参
議
院
選
挙
に
つ
い
て
、

激
動
の
選
挙
で
し
た
。
共
産
党
が
議
席

を
減
ら
し
た
の
は
問
題
で
す
。
参
政
党
は

人
権
軽
視
・
女
性
排
除
的
な
憲
法
草
案
を

掲
げ
、
極
め
て
危
険
な
勢
力
。
女
性
の
地

位
向
上
・
男
女
共
同
参
画
を
否
定
す
る
動

き
に
強
い
反
対
が
有
り
ま
す
。
。

・
賃
上
げ
、
労
働
組
合
の
役
割
に
つ
い
て

最
低
賃
金
引
上
げ
だ
け
で
は
不
十
分
、

労
働
組
合
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な

り
ま
す
。

今
後
も
組
合
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
行
き
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
川
崎
へ
の

協
力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

【
川
崎
労
連吉

根
事
務
局
長
】

・
組
織
の
現
状
に
つ
い
て

労
働
組
合
員
は
全
国
的
に
減
少
傾
向
。

川
崎
労
連
も
例
外
で
は
な
く
、
財
政
も
厳

し
い
。
高
齢
組
合
員
が
定
年
で
抜
け
、
若

者
が
加
入
し
に
く
い
状
況
。
要
因
は

新

自
由
主
義
の
浸
透
で
「
今
だ
け
・
金
だ
け
・

２
面
に
つ
づ
く
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川
崎
支
部
第
７
７
回
定
期
大
会
終
わ
る

来
賓
の
あ
い
さ
つ



第 77期 川崎支部役員
執行委員長 浅岡 正夫

矢部 常次
細谷 静雄

書記長 長谷川 清
小林 正一
光田 道雄
岩永 孝
澁谷 久美

副執行委員長

執行委員

会計監査

自
分
だ
け
」
と
い
う
風
潮
。
職
場
で
仲
間
を
つ
く

り
労
働
条
件
を
改
善
す
る
と
い
う
当
た
り
前
の
取

り
組
み
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
若
者
を
取
り

込
み
、
共
闘
・
連
帯
で
現
状
を
打
開
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

世
界
的
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
排
外
主
義
が
広
が
っ

て
お
り
、
労
働
組
合
は
差
別
や
排
外
主
義
を
許
し

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

・
市
長
選
挙
に
向
け
た
取
り
組
み

１
０
月
の
川
崎
市
長
選
で
候
補
者
は

の
ず
え

明
美
（
あ
け
み
）
氏
。
基
本
政
策
案
を
示
し
、
組

合
員
の
意
見
を
集
め
て
共
に
市
政
を
変
え
る
運
動

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

【
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
神
奈
川
地
本

庄
司
書
記
長
】

・
平
和
核
廃
絶
に
つ
い
て

長
崎
被
爆
か
ら
８
０
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

被
爆
者
団
体
の
「
自
ら
の
要
求
で
は
な
く
、
人
類

の
た
め
に
核
廃
絶
を
」
と
い
う
姿
勢
に
共
感
。
核

廃
絶
に
は
一
人
一
人
の
思
い
と
行
動
が
不
可
欠
。

気
候
変
動
も
深
刻
化
し
、
気
温
４
０
度
超
え
も

現
実
に
。
人
類
の
責
任
で
あ
り
、
人
類
自
身
で
解

決
で
き
る
は
ず
。
行
動
を
伴
う
取
り
組
み
が
必
要
。

・
労
働
組
合
の
現
状

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
全
体
で
も
組
織
減
少
が
続
い
て
お

り
、
最
盛
期
の
３
分
の
１
規
模
に
。
神
奈
川
地
本

も
組
織
が
減
少
し
、
３
０
０
人
を
切
る
状
況
。
Ｉ

Ｓ
Ｂ
組
織
の
東
京
一
本
化
で
さ
ら
に
厳
し
い
。

・
今
後
の
方
針

組
織
拡
大
は
待
っ
た
な
し
。
東
京
で
は
新
組
織

立
ち
上
げ
の
動
き
も
あ
り
希
望
は
あ
る
。
神
奈
川

労
連
も
来
月
大
会
で
「
組
織
拡
大
」
を
提
起
予
定
。

労
働
者
の
生
活
を
守
り
抜
く
と
い
う
原
点
に
立
ち
、

２
０
２
６
年
度
は
組
織
拡
大
に
挑
戦
す
る
年
に
。

（
支
部
執
行
委
員

光
田
道
雄
）

一
番
に
感
じ
る
の
は
大
会
に
参
加
す
る
人
が
ド

ン
ド
ン
減
っ
て
い
る
こ
と
。
組
合
員
の
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
の
で
当
然
と
言
え
ば
当

然
で
す
が
、
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

大
会
以
外
の
花
見
な
ど
で
も
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー

が
金
太
郎
飴
で
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
参

加
で
き
る
良
い
手
立
て
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
支
部
書
記
長

長
谷
川

清
）

川
崎
支
部
の
定
期
大
会
で
の
感
想
は
、
高
齢
化

が
進
ん
で
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

私
は
会
社
で
倒
産
の
経
験
を
し
ま
し
た
。
組
合

と
し
て
は
社
員
の
生
活
の
為
に
も
会
社
存
続
の
た

め
に
も
頑
張
っ
て
会
社
を
残
す
よ
う
に
努
力
を
し

ま
し
た
。
そ
し
て
今
で
も
会
社
は
存
続
し
て
い
ま

す
。
も
し
組
合
が
な
く
な
れ
ば

会
社
と
し
て
は

企
業
縮
小
し
て
社
員
を
、
希
望
退
職
を
強
引
に
進

め
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

組
合
の
力
と
い
う

も
の
は
大
き
い
も
の
で
す
が
、
少
数
の
組
合
で
は

な
か
な
か
力
は
出
せ
ま
せ
ん
。
組
合
の
加
入
が
増

え
る
事
で
、
よ
り
良
い
回
答
が
取
れ
る
と
思
い
ま

す
。
組
合
加
入
を
考
え
て
見
て
下
さ
い
。

こ
れ

か
ら
も

働
き
や
す
い
職
場
作
り
で
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
最
後
に
】

定
期
大
会
に
は
、
崎
陽
軒
・
牧
野
フ
ラ
イ
ス
を

含
め
、
１
０
名
の
組
合
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

総
括
・
方
針
案
を
全
会
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
が
、

個
人
情
報
の
扱
い
に
意
見
が
出
さ
れ
、
修
正
を
行

い
ま
し
た
。

４
つ
の
ス
ト
権
を
全
員
一
致
で
確
立
し
、
次
期

執
行
部
の
役
員
選
挙
で
全
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

委
任
状
を
出
さ
れ
た
方
に
は
、
大
会
議
案
書
を

同
封
致
し
ま
す
。

7７０１号 （２）

参
加
者
か
ら
の
感
想



共
済
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク

に
対
し
て
、
一
定
の
地
域
・
職
場

な
ど
の
人
々
が
共
同
し
て
万
一
の

場
合
に
備
え
て
相
互
扶
助
を
行
う

制
度
で
す
。

共
済
は
、
各
種
協
同
組
合
、
労

働
組
合
な
ど
が
運
営
し
組
合
員
の

事
故
や
病
気
に
よ
る
通
院
・
入
院
、

死
亡
、
火
災
、
自
動
車
事
故
な
ど

に
対
し
て
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

し
か
し
民
間
保
険
と
違
っ
て
共
済

は
営
利
を
目
的
に
せ
ず
、
組
合
員

同
士
の
助
け
合
い
と
い
う
理
念
を

も
と
に
事
業
活
動
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

全
労
連
共
済
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

も
参
加
し
て
責
任
を
も
っ
て
運
営

す
る
組
合
員
の
た
め
の
自
主
共
済

で
す
。

２
０
２
５
年
４
月
、
こ
れ
ま
で

の
「
火
災
共
済
」
が
組
合
員
の
要

望
に
よ
り
、
共
済
事
業
部
で
検
討

を
重
ね
「
お
う
ち
の
安
心
共
済
」

に
生
ま
れ
変
わ
り
、
さ
ら
に
自
然

災
害
特
約
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
増
え
て
い
る
気
候
変
動
に

よ
る
自
然
災
害
に
し
っ
か
り
備
え

る
た
め
に
も
加
入
を
検
討
下
さ
い
。

《
支
部
共
済
会
担
当
矢
部
・
小
林
》

（３） 7701号

な
ん
ぶ
せ
ん

川
崎
市
長
選
挙
が
１
０
月
２
６
日
投
票
日
と
な
っ
て

い
ま
す
。
私
は
１
９
７
０
年
大
阪
万
博
が
有
っ
た
年

に
川
崎
に
来
て
、
そ
の
１
年
後
の
１
９
７
１
年
に
伊

藤
三
郎
革
新
市
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は

環
境
が
と
て
も
悪
く
て
川
崎
の
東
京
湾
近
辺
の
空
気

が
と
て
も
悪
く
て
息
を
す
る
の
も
つ
ら
い
環
境
に
有

り
ま
し
た
。
▼
伊
藤
市
長
が
最
初
に
率
先
し
て
や
っ

た
事
は
公
害
対
策
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。
全
国
で
初

め
て
二
酸
化
炭
素
の
総
量
規
制
を
盛
り
込
ん
だ
公
害

防
止
条
例
を
１
９
７
２
年
に
制
定
。
１
９
７
４
年
に

は
公
害
病
認
定
患
者
に
対
す
る
川
崎
独
自
の
保
証
制

度
を
新
設
。
１
９
７
７
年
に
は
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

条
例
の
制
定
を
行
っ
た
。
と
の
事
で
す
。
▼
福
田
市

政
の
１
２
年
の
大
問
題
が
あ
り
ま
す
。
重
要
な
物
を

上
げ
れ
ば
「
大
量
の
教
員
未
配
置
で
学
校
が
悲
鳴
」

「
ぜ
ん
息
患
者
助
成
制
度
を
廃
止
」
「
中
小
規
模
事

業
者
支
援
に
冷
た
く
大
企
業
に
は
税
金
を
大
盤
ぶ
る

ま
い
」
「
等
々
力
緑
地
の
樹
木
伐
採
」
「
西
加
瀬
に

巨
大
物
流
倉
庫
」
や
っ
て
欲
し
く
な
い
も
の
ば
か
り

で
す
。
▼
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
川
崎
に
す
る

に
は
、
市
民
の
声
を
聞
い
て
実
行
し
て
く
れ
る
市
長

を
選
び
た
い
。
現
在
４
名
の
候
補
者
が
出
て
い
ま
す
。

「
お
金
が
な
い
」
と
い
い
訳
を
言
う
福
田
市
長
で
す

が
、
１
５
０
万
人
の
税
収
が
全
国
で
上
位
の
位
置
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
候
補
者
の
中
で
市
民
の
意
見
を
よ

く
聞
い
て
も
ら
え
る
「
の
ず
え
明
美
」
さ
ん
を
私
は

応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。《

名
も
な
き
絵
か
き
》

全労連共済



厚
生
労
働
省
の
中
央
最
低
賃

金
審
議
会
が
８
月
４
日
、
最
低

賃
金
（
時
給
）
を
全
国
平
均
で

６
３
円
（
６
・
０
％
）
引
き
上

げ
、
１
，
１
１
８
円
と
す
る
目

安
を
決
め
ま
し
た
。
こ
の
引
き

上
げ
額
は
過
去
最
高
だ
っ
た
昨

年
の
５
０
円
（
５
・
０
％
）
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
参
考
に
都
道
府
県
ご

と
の
最
低
賃
金
を
地
方
審
議
会

で
決
め
ら
れ
ま
す
。
８
月
２
７

日
現
在
。
６
地
方
審
議
会
で
さ

ら
に
上
回
る
金
額
で
決
ま
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

最
低
賃
金
は
、
日
本
国
憲
法

２
５
条
の
「
す
べ
て
国
民
は
、

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」

と
い
う
条
文
の
趣
旨
を
受
け
て

で
き
た
制
度
で
す
。
最
低
賃
金

法
と
い
う
法
律
で
決
め
ら
れ
て

い
て
、
経
営
者
は
働
く
人
に
決

め
ら
れ
た
最
低
賃
金
以
上
の
賃

金
を
払
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

払
わ
な
い
場
合
に
は
罰
則
が
あ

り
ま
す
。

物
価
高
騰
を
上
回
る
賃
上
げ

は
、
政
府
も
含
め
て
主
張
し
て

い
る
が
、
そ
れ
が
実
現
す
る
十

分
な
手
立
て
は
、
打
た
れ
て
い

ま
せ
ん
。

全
国
ど
こ
で
も
誰
も
が
働
け

ば
ま
っ
と
う
な
生
活
が
送
れ
る

だ
け
の
賃
金
水
準
に
し
て
い
く

こ
と
は
、
社
会
の
安
定
に
と
っ

て
最
低
限
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
す
ら
実
現
で
き
て
い
な

い
の
が
現
在
の
日
本
で
あ
り
、

さ
ら
に
危
機
的
な
状
況
に
進
み

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
な

か
、
最
低
賃
金
を
大
幅
に
引
き

上
げ
る
こ
と
、
地
域
間
格
差
を

解
消
し
全
国
一
律
に
し
て
い
く

こ
と
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

政
府
も
よ
う
や
く
最
低
賃
金

の
大
幅
引
き
上
げ
を
主
張
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
６

月
に
発
表
さ
れ
た
「
骨
太
の
方

針
」
に
お
い
て
、
最
低
賃
金
は

大
き
く
位
置
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
と
は
い
う
も
の
の
、

「
２
０
２
０
年
代
に
加
重
平
均

１
，
５
０
０
円
を
め
ざ
す
」
な

ど
、
水
準
に
お
い
て
も
ス
ピ
ー

ド
に
お
い
て
も
、
現
在
の
物
価

高
に
対
応
し
た
方
針
と
は
到
底

言
え
な
い
。

私
た
ち
は
、
あ
ら
た
め
て

「
最
低
賃
金
時
給
１
，
５
０
０

円
以
上
」
「
全
国
一
律
の
最
低

賃
金
」
を
め
ざ
し
、
労
働
運
動

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
違

い
を
超
え
て
声
を
あ
げ
大
幅
な

最
低
賃
金
を
め
ざ
す
こ
と
が
重

要
で
す
。

※
最
低
賃
金
を
各
地
方
審
議

会
で
決
め
ら
れ
１
０
月
１
日
よ

り
随
時
発
効
さ
れ
ま
す
。

7701号 （4）

２０２５年最低賃金

地方で積極的な引き上げが目立つが



（5） 7701号

「
川
崎
民
主
市
政
を
つ
く
る
会
」

（
以
降

つ
く
る
会
）
か
ら
、
今
年

の
１
０
月
に
行
わ
れ
る
、
川
崎
市
長

選
に
、
『
の
ず
え
明
美
』
さ
ん
が
出

馬
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

川
崎
支
部

『
の
ず
え
明
美
』
さ
ん
応
援

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
川
崎
支
部
が
加
盟
し

て
い
る
、
川
崎
労
働
組
合
総
連
合

（
以
降

川
労
連
）
は
、
「
つ
く
る

会
」
に
参
加
し
、
政
策
つ
く
り
か
ら

候
補
者
選
定
ま
で
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
川
崎
支

部
も
『
の
ず
え
明
美
』
さ
ん
を
応
援

し
て
い
き
ま
す
。
（
も
ち
ろ
ん
組
合

員
一
人
一
人
が
誰
を
支
持
す
る
か
は
、

ま
っ
た
く
自
由
で
す
）

川
労
連
議
長

労
働
組
合
の
立
場
か
ら
訴
え

８
月
２
０
日
に
行
わ
れ
た
「
つ
く

る
会
」
主
催
の
『
市
民
の
声
”
ま
っ

す
ぐ
”
未
来
へ
！

市
政
を
変
え
る

つ
ど
い
』
で
、
川
労
連
議
長
の
児
玉

氏
は
労
働
組
合
の
立
場
か
ら
、
次
の

２
点
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
「
安

心
し
て
働
け
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
川
崎
市
」
の
実
現
の
た
め
、
『
の

ず
え
明
美
』
さ
ん
を
応
援
し
、
「
私

た
ち
の
市
長
を
つ
く
ろ
う
」
と
呼
び

か
け
、
川
労
連
も
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

①
公
契
約
条
例
は
、
川
崎
市
が
業
務

を
委
託
・
発
注
す
る
際
に
適
用
す
る

最
低
価
格
を
定
め
る
制
度
だ
が
、
現

状
は
「
適
用
範
囲
が
狭
い
」
「
公
定

価
格
が
低
い
」
と
い
う
２
つ
の
問
題

が
あ
る
。
「
川
崎
で
公
契
約
条
例
を

し
っ
か
り
適
用
す
る
こ
と
が
重
要
」

で
新
し
い
市
政
で
実
現
し
て
ほ
し
い

と
求
め
ま
し
た
。

⓶
（
２
０
２
３
年
に
起
き
た
）
小
学

校
の
プ
ー
ル
の
注
水
ミ
ス
を
川
崎
市

が
「
一
教
職
員
の
ミ
ス
」
と
し
て
そ

の
本
人
に
賠
償
さ
せ
た
問
題
に
つ
い

て
、
一
般
企
業
で
同
様
の
こ
と
が
あ

れ
ば
「
明
ら
か
に
不
当
」
と
さ
れ
る

べ
き
な
の
に
、
福
田
市
長
は
「
個
人

の
ミ
ス
で
賠
償
は
当
然
」
と
し
ま
し

た
。
損
害
賠
償
を
個
人
に
請
求
す
る

よ
う
な
市
長
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

【
細
谷

記
】
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共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

ヨコのカギ
①7月7日の行事。

⑥鉄板で作った大きな入れ物。ドラム〇〇。

⑦カレーの材料で作ったパン。

⑩鳥を捕らえるあみ。漢字では「羅網」。

⑫何者かに〇〇される。

⑬その分野を専門としていないこと。

⑮左側の対語。「〇〇〇通行」。

⑯相手を見据えてこわがらせる。

⑲中央アメリカの国。首都はサンホセ。

㉒夏に行う〇〇参り。

㉓♪〇〇〇学校は川の中・・・。

㉔きっかけ。解決の〇〇〇〇。

タテのカギ
①財宝。ほうもつ。
②解決・回答などが難しい問題。
③猛禽類の鳥の名。。
④車を英語で言うと。
⑤新しく家を建てること。
⑧カナダ、ケベック州南部の都市。（Levis)
⑨洋風の女性用日傘。
⑪外から帰ったら〇〇〇をする。
⑭椅子を使った〇〇〇〇ゲーム。
⑮恐怖漫画。〇〇〇かずお。
⑰ハスを栽培する田。
⑱北海道の旧国名の一つ。〇〇〇平野。
⑲今年はこれで騒動が起きた。〇〇騒動。
⑳猛禽類の鳥の名。
㉑モーゼが海を割る映画。「十〇〇」。
㉒抱きしめることを英語でいうと。

クロスワードパズル7701号

応募方法

回答はハガキ・FAX・メール・メモ。回答図は

要りません。当選は5名まで。Aから始まる塗り

つぶしの枠の文字で言葉を作って下さい。

ヒント”夏の風物詩”です。締め切りは次回の

発行までです。当選者には500円相当の賞品を

贈呈します。どしどし応募下さい。

今後の日程
９月０４日（木）崎陽軒対策会議（支部事務所）１９：００～

０５日（金）三和Ｅ分会第６５回定期大会（川﨑市総合自治会館）１７：３０～
０６日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～
１０日（水）７７期第２回執行委員会 （支部事務所）１９：００～
１２日（金）ワーカーズネット相談ＰＴ １９：００～
１３日（土）未組織宣伝（登戸駅）１０：００～
１７日（水）秋闘統一要求日
１８日（木）金属反合 １１時よりノババイオ、１２時２０分よりＩＢＭ

三和Ｅ分会 労使懇談会 １７：３０～
１９日（金）１９日行動 国会議事堂正門前 南口１８：００～

ワーカーズネット街頭労働相談（溝の口駅）１９：００～
２０日（土）労働相談（支部事務）１３：００～

三和Ｅ分会 経営分析学習会 （支部事務所） １４：００～
２４日（水）７７期第３回執行委員会（支部事務所）１９：００～

地本回答確約行動 ９：００～
２７日（土）労働相談（支部事務）１３：００～

１０月０１日（水）７７期第３回書記局会議（支部事務所）１３：００～
秋闘統一回答指定日

０４日（土）労働相談（支部事務）１３：００～
支部花火鑑賞（川崎市政記念多摩川花火大会）１８：００～

０８日（水）７７期第４回執行委員会（支部事務所）１９：００～


